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地質調査所月報（第2巻第10号）

坑坑口よりNW40Q140mの地点に1露頭がある。輝緑

擬次岩中に走向：N80。E～EW，傾斜S60。～759を有し，

露出している。その規模は幅3m，露出面り高さ6m，

走向延長2哩3mで黄鉄鉱の小結晶の集合でS見込品

位20パ35％程度のものであるo

　　　　　　　9．結－語
　鉱床としては甚だ小さなものであるが，品位が割に高

。いのが利点である。鉱石の搬出は地理的状況甚だ悪く，

困難をきたすものと思われる。（昭和26年1月）

553．57：550．8（521．85）

大嶺珪石の二・三の特徴について
　　（化学成分および顧微鏡的性質）

岩　生　周　一畳

　　　　　　R6sum6
0n　Some　Characters　of　the“0血ine薯，

　BrickSilicaSt6ne，withSpecia丑

　　Reference　to　Chemical　Com・
　　position　and　to　M童croscopic

　　　　　　Feat皿es，

by

　　　　　　Sh亘ichi　Iwao

　“6mine”．brick　silica　stone，the“呂ilici・

五ed”and　purified　che丘，is　very　particular

and　quite　diffetent　from声he“Akashiro”

compound　bripk　silica　stone　which　is　the
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m2jo士source　for　siliceous　refractory　bfick－

raw・materials　in　Japan，in　microscopic　occur・．

rence　of　the　quartz　veinlets，and　of　the　mr

mte　impurities　in　the　ore，as　well　as　in　the・

manner6f　transition　of　the　chemical　com－

position　from　the　original　chert　to　the　silica

stone．

　Some　genetical　interpretation　of　the　ore

as　related　to［those∫eatures　is　given　in　th三s

paper．

大嶺珪石がこれを耐火煉瓦として使用する場合，いわ・

ゆる白赤珪石とかなり性質を異にする事は甑に幾多の実一

験によつて明らかにされているoしかしその原因がどこ

にあるかについては鉱石の鉱物組威・組織・化学成分等を
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大嶺珪石南鑛床断面囲（岩生）（漸暦は大部分推定）
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大嶺珪石の二・三の特織について　（岩生周一）

／
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第1圖b　：大嶺珪石北鑛床においてチヤートより珪石＾の

　　　移化の航況を示す圖（李面圖）（潜生）

　　　A；チヤート原岩に萢い性質の露岩
　　　B；漸移帯の性質の露岩

　　　C；珪石に近い性質の露岩

　　　D3珪石鑛床

詳しく調べねば到らない。またこれに関連して鉱石の

生成過程，その由来する地質條件についても槍討して置

くことが必要であるo

　昭和25－年筆者は始めて管大嶺珪石の鉱床調査を行い・

その地質の大略を報告した1）◎そして，古生代の秋吉暦

のチャートが衡上構造生成に当つて破樺された部分に澹

つて珪化作用が進み，鉱床を形作つたことを明らかにし

た（第1図a）◎匹

　しかし，これだけでは赤白珪石の生成時における地質

條件との区別は全く不明である。事実，同じような地質

條件が推定される滋賀縣伊吹山の石次岩に爽まれたチャ

ートの一部には非常に局部的ながら赤白珪石を坐じてい

るo

　そこで，鉱石の部質から生威過程を辿る方法をとり，

このために，鉱石の原岩からの移化の様子を顯微鏡的お

よび化学成分から観た。その結果，大嶺珪石は赤白珪石

とは相当異つた條件下で生成されたものであることを明

らかにし得た0

　　　　　　1．顯微鏡的性質

1）岩生周一；山口縣1大嶺珪石調査概報，地質調査所月報，VoL　l，、

凶o．1ガP。22，1950。

＊旭ガラス鶴見研究所の大久保大氏がこれより以前に調査を行つたが

嚢表されていないO

　1）大嶺珪石（第2図～第5図）

赤白珪石と同じく，素地の部分と脈石英の部分とから

成るが，次の点が赤白珪石と甚しく異るo

a・毒地の部分の石英の粒度（0・05mm以下）と脈石

　英の部分との粒度（0．1｛・0．4mm）との聞に粒度の　』

　gapがなく，かつ脹石英が複雑に素地の部分に浸透

　しでいるo赤白ではgapが明瞭に認められ，　浸i透

　度が極めて　い。

b．脹石英の形がモザイックなるごと。赤白では脈壁

　に直角な弱毛歌または柱歌・尖塔歌等伸長性が強いQ

c・微細不純物は素地および脈石英の分布と無関係な

　分布を示し，原岩チャートの名残を留めて相群集し

　島状に所々に分布する。

d．この不純物を拡大して見ると，第4図の如く長さ

　0．01mm～0．0σ1ram程度の微細な，そして稜角の

　とれた1丸昧を幣びた白雲母（緑泥石を俘うかど5カ》

　，充分に明らふでな㌔・）の集重り廼あつて，少量の菱

　鉄鉱粒およびさらに微量の不透明鉱物を件うo

　また，部分的に甚しく菱鉄鉱に富む（第5図）◎

　赤白珪石では不純物は概ねi素地の部分に限られづそ

　の形歌およぴ種類を異にするo赤白中の不純物につ

’いては末野氏2）の詳しい報告がある。

　以上の中，b，c，dの大讃珪石の特徴はいわゆる領家’

変威岩地帯のある種の雲母石英片岩中に見られる石英と

黒雲母または白雲母との関係に酷似しており・両者の生

成過程にある共通性のある事を推定せしめるoしかし，’

領家程再結晶作用や鉱化作用が著しくなかつたことは，

相俘う岩石の変成程度から見ても明らかであるo・

　第6図は山口縣柳井地方の領家変成幣の雲母石英片岩

の一例であつて，大嶺珪石の部分とめ類似性を示すもの

である。

　2）チヤートヘの漸移部分（第7図）

素地の各所に斑鰍に0・04～0・4mm程躍の石英粒

が相集つて堂じ，さらに大きい右英粒が長く蓮つて脈歌

を呈し，あるいは完全な石英脈を形作つている◎これ等

個々の石英の形は亭はり粒状である。

　また・これ等石英粒の集合体に相俘つて玉随質石英の

放射歌集合体の発達も稀でない6

　微細不純物の欺況は…突に述べるチャートと前述の鉱石

との中聞的である◎

　3）チャ闘ト（第8図）および（第9図）

　大部分が素地で，脈石英の部分は至つて少ない。また

斑点状石英粒も少ない。しかし，全くこれ等を欠くもの

はない。

2）末野悌六，；本邦甜火煉瓦用珪石について，地學難誌，Vも1。59．

No．4，1950．
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地質調査所月報、（第2雀第19号）
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第2圖　　大嶺珪石，モザイツク形石英粒の獲蓬の

　　肌況（岩生）　V：空隙
　　　　　　素地石英粒度；±0．02mm土

第3圏　　大嶺珪石，第2圖と向部分，原チヤートの
　　名残を留める不純微細鑛物（絹雲母）”の群

　　（c）。その島肌分布は脈石英の分布と傘く

　　無關係である（岩生）o

耀

fも・見．6。

　　㊦鋤。海

　　　。熟　　　　　　o
　　　　　o6呂　　・　　　8・δ

・ノφ9♂●

o旗9θ

　Gも：ρ，ゆ6
コ　の

㈱1ら勉♂
駕・ゼ♂！
3許9雛る鵡
　謁・。y9ず・・σ

　瞳　鮪も。
O　 　ひ
。3％◎

　　　κ，

静一。。○

　　　　　職　　　　く）　oも
　のρ　 。　o・．竃錘D、ゆ。鴫

¢。翫　。　鱒
　b喫D4　漣6。
　　　　　ゆQg・’◎⑯

　つ　　　　　　　　　も

　　　o1も∂、ゆ㌔も。ひ。盤

　傷。恥oσ．，　　o・。
　　　。9◎成“。“

　　．』・声べ
　　　　o《野b　　～　　　　　もウじロ　　　が峨夢

壌
　　」。
㊥＠♂0　2．

　　σ598鷺．・　」aρ
　　o　　．■。9

　’　。．P。σ　　敏鵬

霧

第亟圖　　大嶺珪石，微細不緬物の集りを搬大し牝もの

　　玉11絹雲母を主とするもの
　　R；菱鐵鉱らしい鑛物
　　絹雲母の稜角のとれた形に注意（岩生）

1．講ρ偽D・

乱’鶴、％
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ノ

第5個　　大嶺珪石，第4圖の蓮績部分，特に菱鐵鑛

　　様鑛物（R）が濃集している（岩生）O

鐘素地の部分を拡大して見ると第8図の如く，白雲母

（および線泥石？）が大体均質に分布しているが，個々の

　　タ結晶の形1伏は葉片状であつて，鉱石中のそれの如く丸昧

を帯びていないoそれは赤白の素地の緑泥石檬鉱物とよ

くその形が似ている。

　　　　　　2．化学成分
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大嶺珪石のコ，三の特徴について　（岩生周一）

　　　　　　ボ。鬼、　　一　　　　　　　■〃。　　　　o‘06・呈qg・㌔　、o
　　　　’Oo曽φ　’θ9σ9，’あ
　　　　●夕9。・奔イ夢：か！多』跡・～・．．　　4　　　，イ

　　　　罐鍵懇菱／0

ダ。4七／　，曳を
　　　粛
　　　　　　o　　　　lmm

第6圓　　柳井地方領家饗成岩帯中の雲母石英片岩の一部分・微細鑛物は黒雲母

　　　（その形に注意）1大結晶は石英粒（岩生）o

　大嶺珪石丁場およびその附近で，明らかに地質的にこ

1れと関係ずけられる，チャートの地帯で採取した試料の

分析を行つた結果は，次表の通りである（第1表）。

第1表大嶺珪石およびチャートの化学成分

、314 備　考

ノA1203の値は若干増’加の傾向に，あるo

Sio2以外の成分の僅かの減少は，Sio2

　の僅かの増加と全く同じ事を現わして

　：おり輩に珪石の部分に：おけ’る石英のi導

入で説明できるo：Fe203／AI203の漸増』

　は含鉄鉱物の成分の変化一鉄に富む

・方向ヘーまたは含鉄鉱物のほかの鉱

物に対する相対的増1加，またはこの両

者の重なり合いに起因すると解釈され

　る。この確認は多鉱物が余りに微細な

　ため充分に行つでいないが，前述の領

家式石英片岩においてホルソフェルス

幣の葉片歌雲母に地べて，石英脈に貫

　かれた石英片岩中の稜角のとれた黒雲、

Sio2

A1203

Fe203

CaO

MgO
K20
Na20
・｛一H20

・十H20

Tota1

1 2

99．10　98．19

0．18　　0．88

0．36　　0．38

0．08　　、0．03

0。03　　0．04

0．03．　0．09

0．04　　0．05

0．07　　0．07

0．11　　0．29

100．00100．02

97・44195・・3

1122　　2．14

0．41Fo．96

F
o
． 040．13
G．04　　0’．55

1：llll：鶏

0。12　－0．11

0．55　　0．29

99．94　99．90

1．’大嶺珪石一号
　丁場上鉱管

2．同上五号丁場

3．同上北鉱床，

　チャ戸一トヘの
　漸移部分
4．桑原チャート

母の方が，鉄分に富んでいる事実3）4）は，この問題に蘭聯

して澄…目に與する。

　　　　　　3．結　び
．大嶺石は赤白珪石と同じように．，明瞭にホルン（フェル

ス幣の外側の地幣に生・じており，かつその顯微鏡的性質

〉“o

〃

　　　地質調査所化学課分析（昭25．7。12）

　英旭ガラス鶴見研究所分析に，よるとTio2tr．

　　CaO　O．28程度であるo

　なお，参考のため丹’波赤白珪石産地の友色チャート

・一ほとんど珪化作用を蒙つてレないもの一め化学成

∫分を揚げると，次の通りであるσ

Sio2

Al203

Fe203

：FeO

MnO

97．15

0．95
0．17r

O．59

0．01

CaO　　　O．02

MgO　　O．08
1g．loss．　1．10

Tota1　　　100．07

，普通，赤白珪石の場合には鉄肇比Fe203／A1203カこチャーF

・ト→珪石に向つて塘加するといわれている㌔大嶺珪石

・の場合には，4→3→2，1の順序に．，Sio2の壇加と共に

Al203，Fe203そのほかの威分何れも漸減しており，：Fe203一

攣響夢盛、
　　　o　　　　o　く｝く》　F

　　　Φ嚇〉
　　　　　・ρ喚

　　　　　　⇔．

、。’齢
　　亀o
　　　　ゆ。、

軌　　’　⑪鞠齢
　　　　　　＠！コ・

偏
韓樋露

齢

第7圖
一一一」

チヤート→大嶺灌石へ硯移1ヒ部分，粗粒石英が

脈状灘よび斑騙状に毅達しているo漢牝一部玉
石英を伴う（岩生）o

素地石莫粒度30．03mm土

＊筆者はこ勃に勤して必ずし亀常にそう考えて炉ないo

（ま領家の石英片岩の一・部と類似しているげれ共，それと

は生威過程を全く同一一硯することはできない。

3）岩生周一：領家式鍵成岩に灘ける斑駅麺晶，憾に石英の斑献攣晶

　につ酔て，地質學難誌，Vo1．44，昭12年・・
4）S．lwa・＝Ql夏artz・seBi。ti血3畠chistsfr・mtheY乱naiDiwtrict＝

　A　Stロdy　in　Mineraliz乱tion．Jap，JQuL　GeoL　Gβogr．，Vo1．

　XV，1938．
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第8圖　　チヤート中の白雲母，葉片状形に注意（岩生） 第9圖　　チヤート，脈石英の酸蓬少なく，かつその粒度

　　　が小さい（岩生）．素地石英粒度0。03mm士

また，赤白珪石ともFe203！AI203比に関しては若干の

類似性を持つているがプ，顯微鏡的構造において甚しく異

つている。若し共通性を挙げるならば何れもチ壷一トが

角礫化されいわゆる珪化作用を蒙つて生じた事である。

珪化作用に與り，脈状を呈する珪酸分が，Segregation

のみに由来するものかどうかを1今論ずることはできな

いが，第2図・第3図・第7図等から見て，原チャートの

角礫状割目を充して粗粒石英が導入したとするよりも，

チャー・ト中の数多の割目に滑つて微粒石英が，再結晶に

より粗粒化し，この作用を通じて微細不純物は漸次除去

され，最後に島1脚ヒ取残されたものが第3図に見るよう

な原岩の名残として，認められるに至つたもので，珪酸

分の添加は僅少量であつたとする方がより無理がない。

　このような不純物の除去すなわち珪石化作用が少なく

共，大嶺珪石の場合には唯機械的に行われたのではな

く，石英～雲母（緑泥石を含むか7）を含む珪酸塩の系に一

おける，反鷹によつて行われたであろう事は鉱石中の不1’

純物を構成する微細雲母の特異な形からも，推察するこ

とカニ可倉旨であるo

　しかし，この作用を箇したagentについては，現在触。

れることはできないo

約言すれば，大嶺珪石はチャートが角礫状に砕けた，

数多の割目に沿うagentによつて，石英の再結晶作用を・

主体とする，いわゆる珪化作用と，Fe203／A1203の値を少・

し塘すような方向に不純物の若干の除去が行われて生じ

たものであるといいうる。しかし，この作用は赤白の場

合と甚しく異り，寧ろ領家変成岩のある種の雲母石英片

岩に見られる場合≧若干の類似性を示している。

、
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